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　昭和19年、20年の大空襲により東京は焼野原。戦禍が広
がる中、戦災者の疎開と食糧難対策が急務となり東京都や北
海道庁などは疎開と食糧増産を目的に北海道開拓集団帰農者
を募り、北海道各地に疎開（移住）させました。集団帰農者
を「拓北農兵隊」と呼びました。
　江別市角山地区の通称「世田谷部落」。東京都世田谷区の
住民が戦災を逃れ、入植したところです。戦後70年。世田
谷入植二世も齢80を超えました。世田谷部落（北海道では
集落のことを部落という）のあゆみから振り返ります。

　　

空
襲
な
ど
の
戦
災
に
あ
っ
た
都

市
の
被
災
者
救
援
の
た
め
、
政
府

は
昭
和
20
年
５
月
「
北
海
道
疎
開

者
戦
力
化
実
施
要
綱
」
を
策
定
し
、

５
万
戸
、
20
万
人
の
集
団
移
住
計

画
を
決
定
、
新
聞
な
ど
を
通
じ
て

移
住
者
を
募
り
ま
し
た
。
北
海
道

の
集
団
帰
農
で
は
、
酪
農
学
園
の

創
始
者
黒
沢
酉と
り
ぞ
う蔵
氏
の
働
き
か
け

が
具
体
化
し
た
も
の
で
し
た
。

　

北
海
道
庁
内
に
「
北
海
道
集
団

帰
農
者
受
入
本
部
」
が
設
け
ら
れ
、

世
田
谷
区
民
を
含
む
第
１
陣
が
出

発
し
た
の
が
昭
和
20
年
７
月
６

日
。
こ
の
集
団
帰
農
者
が
「
拓
北

農
兵
隊
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
の
第
１
陣
約
２
０
０

世
帯
は
８
つ
の
隊
に
分
か
れ
、
当

時
の
江
別
町
の
ほ
か
、
杉
並
区
は

手
稲
村
、
足
立
区
は
琴
似
町
、
目

黒
区
な
ど
は
豊
平
町
、
板
橋
区
は

札
幌
村
、
大
森
区
は
白
石
村
、
品

川
区
な
ど
は
角
田
村
（
現
・
栗
山

町
）
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
入
植

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
別
町
や

角
田
村
な
ど
の
一
部
を
除
き
、
ほ

と
ん
ど
が
厳
し
い
自
然
環
境
に
打

ち
勝
て
ず
、
入
植
地
を
離
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

疎
開
者
な
ど
は
昭
和
20
年
10
月

ま
で
に
東
京
、
大
阪
な
ど
18
都
府

県
か
ら
３
４
１
９
戸
が
全
道
各
地

に
入
植
し
ま
し
た
。
こ
の
内
、
東

京
か
ら
の
疎
開
者
な
ど
が
50
％
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

　

拓
北
農
兵
隊
に
応
募
し
た
世
田

谷
区
民
の
職
業
は
、
教
師
、
画
家
、

俳
優
、
鉄
工
業
、
菓
子
職
人
な
ど

農
業
と
は
無
縁
の
人
た
ち
で
し
た
。

　

昭
和
20
年
７
月
６
日
午
後
４
時

25
分
、
東
京
上
野
駅
を
臨
時
列
車

は
、
北
を
目
指
し
出
発
し
ま
し
た
。

出
発
式
に
は
当
時
警
視
総
監
だ
っ

た
町
村
金
吾
氏
（
後
の
北
海
道
知

事
）
が
見
送
り
に
来
て
い
ま
し
た
。

列
車
が
野
幌
駅
に
到
着
し
た
の
は

７
月
９
日
の
早
朝
で
し
た
。
野
幌
駅

に
着
い
た
一
団
は
、
駅
前
の
天
徳
寺

で
の
受
入
式
で
受
け
入
れ
農
家
と

顔
合
わ
せ
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農

家
に
散
り
ま
し
た
。
受
け
入
れ
先

は
機
農
部
落
14
戸
、
西
角
山
部
落

４
戸
、対
雁
部
落
８
戸（
計
26
戸
）で
、

し
ば
ら
く
は
分
宿
の
日
々
で
し
た
。

　

当
時
入
植
し
た
世
田
谷
の
人
々

を
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、
寒
く

厳
し
い
未
墾
の
地
。
入
植
地
は
泥

炭
地
が
広
が
る
原
野
。
割
り
当

て
の
土
地
に
通
い
、
住
宅
作
り
が

初
め
の
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。
材

料
は
原
始
林
か
ら
切
り
出
し
て
運

び
、
屋
根
と
壁
は
周
辺
に
あ
っ
た

茅か
や

や
葦あ

し

を
刈
り
取
り
材
料
に
し
ま

し
た
。
と
り
あ
え
ず
雨
露
を
し
の

ぐ
体
裁
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
で

も
年
内
に
入
居
し
た
の
は
10
世
帯

冬の交通の足は馬そりでした。
（昭和 35 年）堀江孝司さん提供

田辺  昭
て る お

雄さん（88 歳）
　世田谷上馬に住み、国鉄で
電気技師をしていた。おやじ
達は一足早く、角山に来てい
た。昭和 20 年 10 月、長期の
休みをとって角山に様子を見
に来た。家づくりと越冬準備

の真っ最中だった。これは親一代の問題でない、
おれも農業をやろうと国鉄を辞め、昭和 21 年正
月に来た。世田谷二世になった。来る時に母方
の実家（千葉県）からスイカの種を持たされた。
種を植え、８月のお盆には立派なスイカができ
た。後に “世田谷のスイカ ”と評判になってよく
売れた。

中村  秀
ひでや

哉さん（87 歳）
　世田谷羽根木町（現・代田）
にいた。農業には興味があっ
た。昭和 36・37 年水害では
厚別川堤防に牛を避難させ、
乳搾りを堤防の上でやった。
冬の厳しさは今と比較できな

い。住いは三角小屋で大雪で屋根が押しつぶさ
れそうになったこともある。日々、畑仕事に明
け暮れている時、堀江さん、田辺さんら同じ若
い仲間と文学、音楽、俳句などの話題で話が膨
らみ、皆で原稿を持ちより青年会誌「新雪」を
ガリ版刷りで作成した。振り返ると当時の暮ら
しが垣間見える。

中澤  和子さん（85歳）
　父は和菓子職人だった。15
歳で来た。現在の住まいは二
度目の場所で、移転時の住宅
は叔父さんの設計で建てた。
古い家は雪で軒が一部破損し
ているが、木造平屋で煉瓦煙

突がまだ残っている。当時は水、電気がなく難儀
した。飲み水は泥炭の茶色い水だった。今では息
子夫婦らが牛の世話などを頑張ってくれている。
振り返るとあっという間の感じ。8月 4日、ＪＲ
京浜東北線の架線断線事故で桜木町駅と蒲田駅
間が不通とのニュースを見て、江別に来るまで住
んでいた蒲田を懐かしく見た。



び
ま
し
た
。
ど
の
家
も
明
る
く
幸

せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
別
の
電
灯
は
大
正
３
年
１

月
、
江
別
市
街
の
２
１
０
戸
に
始

ま
り
ま
す
。
角
山
地
区
の
電
化
は

42
年
後
の
事
で
し
た
。

　

世
田
谷
部
落
の
住
民
は
、
野
幌

駅
に
江
別
隊
が
到
着
し
た
昭
和

20
年
７
月
９
日
を
「
入
植
記
念

日
」
と
し
て
毎
年
、
お
互
い
の
無

事
を
確
認
し
、
絆
を
深
め
て
い
ま

す
。
今
年
も
７
月
９
日
、
中
澤
牧

場
で
子
孫
ら
約
60
人
が
出
席
し
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に

入
植
し
た
33
世
帯
は
、
終
戦
の
報

で
８
月
末
に
は
東
京
に
戻
っ
た
世

帯
も
あ
っ
て
24
世
帯
と
な
り
、
さ

ら
に
翌
春
の
入
植
時
は
18
世
帯
に

減
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
残
る
の

は
、
世
田
谷
入
植
二
世
の
６
世
帯

で
す
。

　

世
田
谷
70
周
年
実
行
委
員
会
会

長
田
辺
昭
雄
さ
ん
は
「
農
業
に
不

慣
れ
な
者
が
集
ま
っ
て
、
先
輩
た

ち
か
ら
学
び
、
懸
命
に
開
墾
し
て

き
た
」
と
話
し
、
ま
た
、
三
好
昇

市
長
は
「
先
人
が
努
力
さ
れ
、
冷

害
や
水
害
が
多
く
過
酷
な
中
で
、

主
な
参
考
文
献
：
世
田
谷
物
語　

叢
書
・
江
別
に
生
き
る　

太
田
恒
雄
著
（
平
成
元
年
、

江
別
市
教
育
委
員
会
）、
世
田
谷
開
村
五
十
周
年
（
平
成
７
年
、
世
田
谷
開
村
五
十
周

年
記
念
実
行
委
員
会
）、
え
べ
つ
昭
和
史
（
平
成
７
年
、
江
別
市
）、
北
海
道
戦
後
開

拓
史
（
昭
和
48
年
、
北
海
道
庁
）

開
拓
さ
れ
た
土
地
。
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
称
し
、
世
田
谷
の
発
展

を
願
い
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

○

　

江
別
の
戦
後
開
拓
は
、
食
糧
増

産
の
期
待
を
目
的
に
世
田
谷
を
含

め
現
在
の
西
野
幌
、
東
野
幌
、
美

原
、
豊
幌
な
ど
８
つ
の
開
拓
地
に

及
び
ま
す
。
豊
か
に
広
が
る
田
園

の
奥
に
、
先
人
た
ち
の
労
苦
の
物

語
が
あ
り
ま
す
。
先
人
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
未
来
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
編
集
＝
企
画
政
策
部
広
報
広
聴
課
）

で
し
た
。
ま
た
農
作
業
は
、
原
野

特
有
の
泥
炭
地
と
の
闘
い
で
し

た
。
溝
を
掘
り
、
水
を
抜
き
、
客

土
（
土
砂
の
搬
入
）
な
ど
の
土
地

改
良
が
地
区
全
体
で
毎
日
続
き
ま

し
た
。
厳
し
い
冬
の
生
活
な
ど
の

苦
難
に
耐
え
、
必
死
に
切
り
開
き
、

や
っ
て
い
け
る
目
途
が
つ
く
ま
で

10
年
か
か
り
ま
し
た
。

　　

電
気
は
今
、
全
道
く
ま
な
く
電

線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昭
和
30
年
代
は
未
点
灯
地
域
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
角
山
の
入

植
当
時
の
灯
り
は
、
カ
ン
テ
ラ
、

石
油
ラ
ン
プ
で
し
た
。
北
海
道
電

力
は
、
入
植
者
が
増
え
、
収
益

率
の
基
準
が
超
え
た
た
め
、
配
電

線
延
長
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
当

時
、
電
力
会
社
で
は
１
戸
当
た
り

１
万
９
０
０
円
ま
で
は
負
担
し
ま

す
が
、
そ
れ
を
超
え
た
分
は
各
戸

が
負
担
し
ま
し
た
。
部
落
は
残
金

１
万
５
千
円
と
労
力
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
労
力
は
電

柱
の
運
搬
と
立
て
る
こ
と
、
ま
た
、

泥
炭
地
で
風
が
強
い
た
め
、
電
柱

根
元
に
馬
そ
り
２
台
分
の
土
砂
を

入
れ
る
な
ど
の
作
業
で
し
た
。

　

昭
和
31
年
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
東
１
号
線
道
路
沿
い
に
電
柱
を

立
て
ま
し
た
。
角
山
の
雪
原
を
１

本
の
線
の
よ
う
に
電
柱
が
立
ち
並

ぶ
姿
は
壮
観
で
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
吹
雪
の
道
し
る
べ
に
柳
の
枝
を

立
て
て
い
ま
し
た
が
、
が
っ
ち
り

と
し
た
電
柱
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
正
午
、
テ
ス
ト
送
電

が
行
わ
れ
、
家
の
電
灯
が
点
き
ま

し
た
。
電
気
は
世
田
谷
部
落
だ
け

で
な
く
中
央
角
山
、
東
角
山
に

と
っ
て
待
望
し
た
も
の
で
し
た
。

次
の
日
か
ら
夜
が
待
ち
遠
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。
手
稲
山
に
日
が
沈

み
か
け
た
頃
、
電
灯
を
点
け
る
と

子
ど
も
た
ち
は
飛
び
上
が
っ
て
喜

角山地区の通電式のようす。

入植当時の仮住宅

堀江  キヨ子さん（85歳）
　世田谷というより満州から
の引揚げ後で角山の入植は昭
和 22 年、17 歳で来た。東京
では住むところもないし食糧
事情も悪かった。先に入植し
た叔父さん一家を頼って江別

に来た。農業経験なし、鍬（くわ）を持ったこと
もない。満州の生活は炭鉱の機械関係で働いて
いて電気、水など不便はなかった。でも江別で
は電気も水もない生活で、洗濯物などは、白い
肌着も茶色くなっていた。
　角山小学校では、昭和 23 年から４年間、代用
教員として働いたこともある。

横山  民男さん（83 歳）
　三軒茶屋に住んでいた。角
山には 13 歳の時に来た。親
に連れられ東京上野駅から汽
車に乗った。青函連絡船の甲
板から海を眺めるとイルカが
飛んでいた。子どもながらに

よく覚えている。野幌駅に着いて天徳寺で受け
入れ農家と顔を合わせ、機農部落に世話になっ
た。入植地の角山に通い、住いをみんなで作っ
た。柱、梁の部材は原始林から運んだと聞いた。
壁と屋根は周囲の茅と葦を使用し、秋頃によう
やくできた。冬は寒かったし、寝床にも雪が入っ
てきた。今では想像できない暮らしだった。

山形 トムさん（81 歳） 
　父親は俳優の山形凡平（ぼ
んぺい）、あまり農作業のでき
る身体ではなかった。東京を
出る時にたんかを切った手前、
帰るのは悔しい、ここで頑張
ろうとなった。地区の世話役

として土地改良などの陳情活動などで働いた。
自分はまだ若かった。土地が痩せていたので
牛を飼うことになった。初めの牛は無償貸付
牛で、牛飼いには休みがなかった。芸人の血
が騒ぐのか、地元の劇団「川」で演劇活動に
参加したこともあった。また絵を描くのが好き
で特に牛の放牧の絵画は話題になった。

入植記念日にさらに絆を深めます。

� ������
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９
　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
防
災
の
日
は
昭
和
34
年

9
月
に
発
生
し
た
「
伊
勢
湾
台
風
」
を
契
機
に
、
地
震
や

風
水
害
な
ど
へ
の
備
え
を
促
す
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で
あ
る
と
と
も
に
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
身
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
」
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が

意
識
し
て
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、
こ
の
日
を
機
に

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

江
別
市
で
も
、
９
月
以
降
の
防
災
対
策
と
し
て
「
防
災

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
防
災
対
策
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、
地

震
を
想
定
し
、
予
定
時
間
に
自
宅

や
職
場
で
一
斉
に
自
分
の
身
を
守

る
行
動
を
と
る
こ
と
で
、
と
っ
さ

の
時
に
安
全
行
動
を
と
れ
る
よ
う

に
す
る
訓
練
で
す
。

　

多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
こ
の

機
会
に
、
地
震
発
生
時
に
と
る
べ

き
行
動
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
10
月
1
日
㈭
14
時
（
当
日

参
加
が
困
難
な
方
は
、
別
の
時
間

帯
で
自
主
的
に
参
加
可
）。

訓
練
方
法
／
当
日
、
訓
練
開
始
を

知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の

で
、
地
震
の
揺
れ
を
想
像
し
、
約

1
分
間
そ
の
場
で
身
を
守
る
行
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
実
際
の
地

震
を
想
定
す
る
た
め
に
も
、
周
囲

の
人
に
声
を
か
け
て
、
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
登
録
が

な
い
方
は
、
時
間
に
な
り
ま
し
た

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
訓

練
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細 
危
機
対
策
室
☎

381
‐

１
４
０
７

10
月
1
日 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

そ
の
場
で

約
１
分
間

９／１
防
災
の
日

　参加希望の方は、下記アドレスへ
空メールを送信して事前登録してい
ただくか、危機対策室までお名前と
参加人数をお知らせください。
危機対策室☎ 381-1407、 381-1070
E-mail=shakeout.ebetsu-city@
raiden.ktaiwork.jp
※当日メールが届く際、マナーモードに
していても着信音が鳴る場合があります。

登録用メールアドレス
はこちらの QR コード
からも読み取れます。 

　

９
月
１
日
か
ら
気
象
・
地
震
・

避
難
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
の
提

供
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

登
録
し
た
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
へ
メ
ー
ル
を
配
信
す

る
ほ
か
、
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
へ
防

災
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
の
番
号
に
電
話
を

す
る
と
、
自
動
音
声
に
よ
り
防
災

情
報
を
確
認
出
来
る
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
や
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
も
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
市

役
所
本
庁
舎
案
内
窓
口
に
用
意
し

て
い
る
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

９
月
１
日 

配
信
開
始

防
災
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

登録用メールアドレス
は右の QR コードから
も読み取れます。 

bousai.ebetsu-city 
@raiden.ktaiwork.jp

登録用アドレス

※ ebetsu-city@raiden.ktaiwork.jp からの
返信を受信できるよう設定してください。

メール配信の登録方法
1. こちらへ 空メールを送信。

仮登録通知のメールが届きま
すので、指示に従って本登録
手続きを済ませてください。

2.

　市役所案内窓口か市ホームペー
ジから入手できる利用申込書に記
入の上、危機対策室（〒 067-8674
高砂町 6、 381-1070）へ提出。

電話・FAX の登録方法

こちらもご利用ください

自動音声で 24 時間いつでも確認 
防災情報テレフォンサービス
☎050-5533-8204

メールアドレスをお持ちですか？Q.

持っている

さ
い
。

詳
細 

危
機
対
策
室

☎
381
‐
１
４
０
７
、

381
‐

１
０
７
０

防災情報サービスの登録はこちら

シェイクアウト訓練
参加登録はこちらへ
※こちらのアドレスは訓  
練用で、上記の防災情報
提供サービスの登録とは
異なります。

持っていない
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救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間
に
あ
わ
せ

て
講
演
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇
生
法
の
実
技

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。事
前
申
込
不
要
。参
加
無
料
。

主
催
／
江
別
医
師
会
、
江
別
保
健
所
、
江

別
市

日
時
／
9
月
5
日
㈯
10
時
〜
12
時
30
分　

会
場 

／
消
防
本
部
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
／
記
念
講
演「
心
房
細
動
と
脳
梗
塞
」

講
師 

ゆ
き
ざ
さ
循
環
器
内
科 

佐
藤
文
彦

氏
、
救
急
活
動
の
実
演
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
説
明

と
実
演
、
心
肺
蘇
生
法
実
技
指
導
、
救
急

車
の
見
学　

 

救
急
課
☎
382
‐
５
４
６
５
、
保
健
セ

ン
タ
ー
地
域
医
療
担
当
☎
385
‐
４
６
０
０

救
急
医
療
教
室

正
し
い
知
識
が

あ
な
た
と
家
族
を
守
る

救
命
講
習

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

９／９
救
急
の
日

　はるか 3万 6 千キロ離れた赤道上空にある「気象衛
星ひまわり８号」から、江別のパラボラアンテナを経由
した観測データの配信が 7月 7日から始まりました。
　台風やゲリラ豪雨、大雪、火山の活動経過など、防災
面で欠かせない気象情報が気象庁に送られ、国内はもと
より、アジア・太平洋諸国の35か国にも提供しています。
　「ひまわり8号」は、観測精度が高くなり、鮮明なカラー
画像の撮影が可能となるなど、新しい技術が搭載されて
います。
　気象衛星の運用は、これまで気象庁が行ってきました
が、初めて民間の気象衛星ひまわり運用事業株式会社（略

　

人
間
の
脳
は
心
肺
停
止
後
、
約
4
〜
6
分
経
つ
と
重
い

障
害
を
受
け
、
救
命
率
は
20
％
台
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
２
分
以
内
に
心
肺
蘇
生
を
始
め
た
場
合
の
救

命
率
は
90
％
程
度
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
人
の
命
を
救
う

た
め
、
正
し
い
方
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
を
学
べ
る
講
座
・

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

８

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
参
加
可

能
！
楽
し
み
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
消
防
の

コ
ー
ナ
ー
を
体
験
し
て
防
災
へ
の
関
心
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

　

は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
で
は
、
高
さ
約

20
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
眺
め
が
大
人
気
。

　

応
急
手
当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方
、
身
近
な
も
の
を

使
っ
た
止
血
法
な
ど
も
学
べ
ま
す
。

日
時
／
9
月
13
日
㈰
14
時
〜
16
時
。

内
容
／
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
（
整
理
券
配

布
・
小
学
生
以
上
）、
気
象
予
報
士
に
よ
る

気
象
講
話
、
放
水
体
験
、
消
火
体
験
、
煙

体
験
、
車
両
展
示
、
応
急
手
当
コ
ー
ナ
ー

な
ど
。

 

消
防
署
大
麻
出
張
所
（
大

麻
元
町
１
９
２
‐
3
）
☎
386
‐
８
３
３
３

称：HOPE）が設立され、北海道情報大学グループの宇
宙技術開発株式会社がその業務の一役を担っています。
　気象観測業務の継続性を確保するためには、主局（埼
玉県鳩山町）のほかに副局を必要としていて、電波状態
に影響する降水量が比較的少なく、地震などの災害リス
クが少ない場所として江別が選ばれました。
　来年度に打ち上げが予定されている「ひまわり 9号」
からの情報も受信し、江別は、宇宙と世界を結ぶ気象デー
タの “中継基地 ”となります。　　
（取材／広報広聴課）

はしご車搭乗体験

放水体験

第
20
回
防
火

ふ
れ
あ
い
大
麻

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
な
ど
を
学
び
ま
す
。
受
講
後

に
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
19
日
㈪
9
時
30
分
〜
12
時
30

分
　
会
場
／
消
防
本
部
３
階
多
目
的
ホ
ー

ル　

対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
10
歳
以
上
（
資
器
材
を
共
有
し
ま
す
の

で
、
発
熱
や
風
邪
症
状
な
ど
で
体
調
不
良

の
方
は
、
実
技
講
習
に
参
加
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

講
師
／
消
防
職
員
お
よ
び
女
性
消
防
団
員

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

 

9
月
7
日
㈪
午
前
9
時
か

ら
電
話
受
付
。
消
防
署
救
急
課
☎
382
‐

５
４
６
５

� ������
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●
調
査
内
容
は
？

【
調
査
対
象
】

　

平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、
江

別
市
内
に
「
す
で
に
３
か
月
以
上

住
ん
で
い
る
人
」、
ま
た
は
「
こ

れ
か
ら
３
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て

住
む
予
定
の
人
」
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
江
別
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方

や
外
国
人
の
方
も
対
象
で
す
。

【
調
査
項
目
】

「
世
帯
員
の
数
」、「
住
居
の
種
類
」、

「
男
女
の
別
」
な
ど
17
項
目
。

●
国
勢
調
査
と
は
？

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
・

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の

最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、
国
の

統
計
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律

で
あ
る
「
統
計
法
」
に
実
施
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
正
９

（
１
９
２
０
）
年
以
来
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
20

回
目
と
な
り
ま
す
。

●
報
告
義
務

　

国
勢
調
査
は
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
あ
り
、「
統
計
法
」

に
よ
り
、
調
査
票
に
記
入
し
て
提

出
す
る
義
務
（
報
告
義
務
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
答
を
拒
否
し
た
り
虚
偽
報
告

を
し
た
場
合
の
罰
則
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

日本の未来をつくる
　　　　　大切な調査です！

インターネット回答で
　いつでもどこでも便利に

～インターネット回答のポイント～

１．２４時間いつでもどこでも

　仕事で帰宅時間が遅い、日中不在が
ちの世帯でも期間中はいつでも好きな
時間に回答できます。
２．送信したら回答完了

　インターネット回答をした時点で回
答完了となるので、回答後の調査員の
訪問はありません。
３．回答は直接国に送信

　回答内容は、直接国に送信されます
ので、調査員が記入漏れや内容を確認
することはありません。

　10 月 1 日を基準日として、国勢調査が全国一斉に
行われます。
　国勢調査は日本に住んでいるすべての人および世帯
を対象とする国の最も重要な調査です。
　今回の調査では、「インターネット回答」が初めて
全国で導入されます。
　国勢調査の趣旨・重要性をご理解のうえ、ご協力を
お願いします。

インターネット回答用ＩＤを配布
【９月１０日～１２日】

インターネット回答
（パソコン・スマートフォン
・タブレット端末）
【９月１０日～２０日】

調査票の配布
（インターネット回答の
なかった世帯のみ）
【９月２６日～３０日】

回答・提出
（調査員に手渡し
または郵送）
【１０月７日まで】

調査完了

調査の流れ
　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
回
答
が
可
能
で
す
。

　

９
月
10
日
ご
ろ
か
ら
調
査
員
が

各
世
帯
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

用
Ｉ
Ｄ
を
配
布
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
な

か
っ
た
世
帯
に
は
、
調
査
員
が
紙

の
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

　

従
来
の
紙
の
調
査
票
で
提
出
す
る

と
き
は
、
調
査
員
に
手
渡
し
す
る
方

法
の
ほ
か
に
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
調
査
員
に
手
渡
す

場
合
で
も
、
封
筒
に
封
を
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
調  

査  

方  

法
】

　

ポ
イ
ン
ト
２

従
来
の
「
紙
」
の
調
査
票
で
も
回

答
で
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
で

き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
３

「
郵
送
」、「
調
査
員
に
手
渡
し
」
の

い
ず
れ
も
選
べ
ま
す
。（
紙
の
調
査

票
の
場
合
）
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●
か
た
り
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
！

　
国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
「
か

た
り
調
査
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
勢
調
査
員
は
、
総
務
大
臣
が

任
命
す
る「
非
常
勤
国
家
公
務
員
」

で
す
。
調
査
の
際
に
は
、
そ
の
身

分
を
証
明
す
る「
国
勢
調
査
員
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
勢
調
査
で
は
、
金
銭

を
要
求
し
た
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
回
答

し
な
い
で
、
速
や
か
に
市
実
施
本

部
ま
た
は
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

35,185 37,396
44,510

63,762

77,624

86,349
90,328

97,201

115,495
123,877 125,601 123,722

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

人 年齢３区分別人口の推移(江別市)

65歳以上(老年人口)

15～64歳(生産年齢人口)

15歳未満(年少人口)

●
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

　
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に

調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
勢
調

査
に
従
事
す
る
者
に
は
、「
統
計

法
」
に
よ
り
、
厳
格
な
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
票
の

記
入
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま

す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
の
作
成
に
関
連

す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
調
査
票
は
外
部
に
漏
れ

な
い
よ
う
に
厳
重
に
管
理
し
、
集

計
が
完
了
し
た
後
に
は
完
全
に
溶

か
さ
れ
、
再
生
紙
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

●国勢調査江別市実施本部
☎３８１－１４０２

●国勢調査コールセンター
☎０５７０－０７－２０１５　
ＩＰ電話の場合
☎０３－４３３０－２０１５
設置期間：8月 24 日㈪～ 10 月 31 日㈯
受付時間：8時～ 21 時
（土・日・祝日もご利用になれます）

調査員は顔写真入りの調査員証と腕章を携帯しています

国勢調査２０１５キャンペーン
サイトにてスペシャルムービー
公開中

詳しくは

http://kokusei2015.stat.go.jp/

国勢調査２０１５ 検索

調査に関してご不明な点などは、
お問い合わせください。

●
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う

に
役
立
つ
の
？

　
国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
様
々

な
デ
ー
タ
は
、
高
齢
者
の
介
護
・

医
療
、
若
者
の
雇
用
対
策
、
児
童

福
祉
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
役
立
て
ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た

め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
民
の

共
有
財
産
と
し
て
、
研
究
・
教
育

活
動
、
経
済
活
動
な
ど
の
幅
広
い

分
野
で
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

国勢調査でわかる！
江別市の人口

江別市の人口は平成 17 年の調査時を
ピークに平成 22 年から減少してい
るよ。高齢化率も 21.8％とはじめて
20％を超えたんだ。



　

試
験
運
行
は
、
関
係
機
関
へ
の

必
要
な
申
請
な
ど
を
行
っ
た
後
に

許
可
を
受
け
て
行
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
、
今
後
、
広
報
え
べ
つ
な

ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
駅
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
よ
り

便
利
に
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
駅
に
つ
な
が
る
バ
ス
の
試
験

運
行
を
行
い
、
さ
ら
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

 

詳
細　

政
策
推
進
課
住
環
境
活

性
化
・
公
共
交
通
担
当
☎
381-

１
２
９
５

�������	

　
市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
を
発
着
点
に
バ
ス
の
試
験
運
行

を
行
い
ま
す
。

　
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
バ
ス

交
通
の
再
編
の
検
討
に
向
け
た
調
査
と
し
て
行
う
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

利
用
者
は
ピ
ー
ク
時
の
約
２
割

　

江
別
市
内
で
は
昭
和
34
年
か
ら

路
線
バ
ス
を
運
行
。
こ
の
当
時
は
、

マ
イ
カ
ー
も
少
な
く
、
江
別
地
区

を
拠
点
と
し
て
江
別
市
の
発
展
に

別
市
の
統
計
で
は
、
昭
和
48
年
度

に
約
２
５
４
万
人
い
た
市
内
バ
ス

路
線
利
用
者
は
、
平
成
25
年
度
に

は
約
54
万
人
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
バ
ス
事
業
者
は
、
こ
の
間
、

路
線
の
見
直
し
や
減
便
な
ど
の
合

理
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
利
用
者
の
減
少
を
招
く
悪

循
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

地
域
公
共
交
通
会
議

　

バ
ス
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
が

厳
し
く
な
る
中
で
、
市
で
は
、
よ

り
良
い
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
た
め
、

バ
ス
事
業
者
や
学
識
経
験
者
、
市

民
、
関
係
機
関
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
な
る
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
置
し
、
具
体
策
の
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、

新
た
な
バ
ス
路
線
を
設
け
て
、
利

用
の
実
態
を
調
べ
る
試
験
運
行
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
路
線
は
、
野
幌
駅
北
口
か

ら
８
の
字
で
見
晴
台
方
面
を
経

合
わ
せ
て
路
線
も
急
速
に
拡
大

し
、
私
た
ち
の
生
活
の
足
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
40
年
代
後
半

か
ら
の
自
家
用
車
の
普
及
に
伴
っ

て
バ
ス
離
れ
が
顕
著
と
な
り
、
江

由
し
て
、
野
幌
駅
北
口
ま
で
戻
る

コ
ー
ス
で
、
錦
町
先
回
り
経
由
と

野
幌
寿
町
先
回
り
経
由
が
あ
り
ま

す
。
運
行
期
間
は
、
10
月
19
日
㈪

か
ら
翌
年
２
月
20
日
㈯
ま
で
（
12

月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰
は
除

く
）
の
約
４
か
月
で
、
運
行
時
間

は
、
Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
北
口
始
発
６
時

台
か
ら
終
発
21
時
台
の
毎
日
23
便

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
運
行
に
よ
り
、
路
線

バ
ス
の
需
要
な
ど
を
調
査
し
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
バ
ス
交
通
の

再
編
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
バ
ス
の
試
験
運
行

N

      

１
日
に
23
便
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　江別オリジナルのダ

ンスエクササイズで、

リズムにのって楽し

く、若々しい体を目指

しましょう。手軽に有

酸素運動が体験できま

すので、ぜひ、ご参加

ください。原則各コースとも３日間参

加できる方が対象です。

　このエクササイズは「がん予防道民

大会」でもお披露目します。受講料無料。

●講師／健康保養ネットワークフィッ

　　　　トネスアドバイザー

●会場日程 ( 定員 各会場 80 名 )

●持ち物／上靴(必須)、汗ふきタオル、

　　　　飲み物

●申込方法／ 9/14（月）から 10/30

　　　　（金）までに電話。

　申込・詳細

　　　　保健センター ☎ 385-5252

　

が
ん
に
負
け
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
「
が
ん
予
防
道
民
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
道
内
の
死
亡
原
因

の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
、
が
ん
予
防
の
知
識
を

正
し
く
楽
し
く
身
に
つ
け
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
主
催
／
北
海
道
、
北
海
道
健
康

　

お
口
の

健
康
は
健

康
長
寿
に

欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
に
よ
る

老
化
予
防
の
講
話
、
お
口
や
入
れ

歯
の
手
入
れ
、
お
口
の
筋
力
体
操

な
ど
で
お
口
の
健
康
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
日
時
／
10
月
６
日
・
13
日
・
11

月
10
日
・
17
日
・
12
月
８
日
・
15

日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
９
時
30

分
～
11
時
30
分
。
全
６
回
。

●
会
場
／
中
央
公
民
館

●
対
象
と
定
員
／
65
歳
以
上
の
介

護
認
定
を
受
け
て
な
い
方
で
６
日

間
受
講
で
き
る
市
民
、
先
着
15
名
。

受
講
無
料
。

●
申
込
／
９
月
７
日
㈪
か
ら
電
話

　

市
内
に

お
住
ま
い

の
70
歳
以

上
の
方
を

対
象
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
食

事
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な

が
ら
交
流
し
ま
す
。

●
日
程
と
会
場

①
10
月
15
日
㈭
12
時
～
14
時
30
分

／
野
幌
公
民
館

②
10
月
23
日
㈮
12
時
～
14
時
30
分

／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
各
日
先
着
30
名

●
参
加
料
／
３
０
０
円
（
当
日
お

持
ち
く
だ
さ
い
）

●
申
込
方
法
／
９
月
14
日
㈪
か

ら
、
日
程
と
会
場
を
選
ん
で
担
当

の
食
生
活
改
善
推
進
員
へ
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
。

　

野
幌
公
民
館
会
場
＝
星
野
食
生

活
改
善
推
進
員
☎ 

384-

４
４
３
４ 

　 

384-

９
９
３
９

　

コ
ミ
セ
ン
会
場
＝
伊
藤
同
推
進

員 

☎   　
　

384-

１
７
０
５　

 

詳
細  

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

   

☎
385-

５
２
５
２

ふ
れ
あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン

 

キ
ラ
リ
！
健
口

 

ス
マ
イ
ル
教
室

えべつリズムエクササイズ完成！

10
月
９
日
㈮ 

　
が
ん
予
防
道
民
大
会

コミュニティセンター  14:00 ～ 15:30

 11/9 ( 月 )　　　　11/16 ( 月 )　 　11/30 ( 月 )

野幌公民館      10:00 ～ 11:30

 11/4 ( 水 )　　　11/20( 金 )　　　　　12/2( 水 )

大麻体育館      10:00 ～ 11:30

11/19 ( 木 )　　　　12/3 ( 木 )   　 12/17 ( 木 )

まち
づくり
政策

が
ん
予
防
の
第
一
歩
は  

知
る  

こ
と
か
ら

づ
く
り
財
団
、
北
海
道
対
が
ん
協

会
、
江
別
市

●
日
時
／
10
月
９
日
㈮
13
時
～
15

時
40
分
（
12
時
開
場
）

●
会
場
／
江
別
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
内
容

★
特
別
講
演
「
が
ん
を
知
り
、
が

ん
に
負
け
な
い
２
０
１
５
」

　

北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長　

近
藤 

啓け
い
し史
さ
ん

★
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
「
人
と
和わ

す

る
音
楽
」

FA X

FA X で
受
け
付
け
。

 

申
込
先
・
詳
細　

介
護
保
険
課

　
　
　
　        

☎
381-

１
０
６
７

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　

桜さ
く
ら
ば庭　

和
ひ
と
しさ
ん 

　

参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、
当

日
、
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

 

詳
細　

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
係

　
　
　

☎
391-

８
０
３
６

北海道がんセン

ター近藤啓史さん
の講演

が
ん
予
防
へ

　
出
陣
じ
ゃ

目
標
受
診
率

Ｅ リズム
 マスターコース ( 全３回 )

-

桜庭　和 さんの
トーク＆ライブ



10広報えべつ2015.9

ジ
ョ
ブ
ク
ル
ー
あ
る
て

え
べ
つ
障し

ょ
う

が
い
者し

ゃ

し
ご
と
相そ

う
だ
ん
し
つ

談
室  「
す
て
ら
」

　

市し

で
は
、
８
月が

つ

か
ら
障し

ょ
う

が
い
の

あ
る
方か

た

の
民み

ん
か
ん
き
ぎ
ょ
う

間
企
業
へ
の
就

し
ゅ
う
し
ょ
く
職
や

就し
ゅ
う
し
ょ
く
ご

職
後
の
定て

い
ち
ゃ
く着

を
支し

え
ん援

す
る
、
え

べ
つ
障し

ょ
う

が
い
者し

ゃ

し
ご
と
相そ

う
だ
ん
し
つ

談
室
「
す

て
ら
」
を
開か

い
せ
つ設
し
ま
し
た
。

　
「
す
て
ら
」
は
、
障し

ょ
う

が
い
の
あ

る
方か

た

が
就

し
ゅ
う
し
ょ
く
か
つ
ど
う

職
活
動
を
行お

こ
な

う
に
あ
た

り
「
ど
の
よ
う
に
活か

つ
ど
う動

し
て
よ
い

か
分わ

か
ら
な
い
」
な
ど
の
相そ

う
だ
ん談

へ

の
助じ

ょ
げ
ん言
・
支し

え
ん援
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
の
同ど

う
こ
う行
・
面め

ん
せ
つ
れ
ん
し
ゅ
う

接
練
習
な
ど
の

支し
え
ん援
を
行お

こ
な

う
ほ
か
、
就

し
ゅ
う
し
ょ
く
職
し
た
後あ

と

も
、
安あ

ん
し
ん心

し
て
よ
り
長な

が

く
働は

た
ら

く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
支し

援え
ん
い
ん員
が

職し
ょ
く
ば
じ
ゅ
ん
か
い

場
巡
回
な
ど
を
行お

こ
な

い
、
助じ

ょ

言げ
ん

し

た
り
相そ

う
だ
ん談
に
の
っ
た
り
し
ま
す
。

　

働は
た
ら

き
た
い
と
お
考か

ん
が

え
の
障し

ょ
う

が
い

の
あ
る
方か

た

は
、
お
気き

が
る軽

に
ご
相そ

う
だ
ん談

く
だ
さ
い
。

主お
も

な
業ぎ

ょ
う
む
な
い
よ
う

務
内
容

　

介か
い
ご
し
せ
つ

護
施
設
に
お
け
る
介か

い
ご護

ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
施し

せ
つ
な
い
せ
い
そ
う

設
内
清
掃
、

調ち
ょ
う
り
ほ
じ
ょ

理
補
助
な
ど

利り
よ
う
た
い
し
ょ
う
し
ゃ

用
対
象
者

　

障し
ょ
う

が
い
者し

ゃ
て
ち
ょ
う

手
帳
を
お
持も

ち
の
方か

た

で
、
あ
ら
か
じ
め
江え

べ

つ

し

別
市
に
申し

ん
せ
い請

し
、
障し

ょ
う

が
い
福ふ

く
し祉
サ
ー
ビ
ス
の

支し
き
ゅ
う
け
っ
て
い

給
決
定
を
受う

け
た
方か
た

障し
ょ
うが

い
の
あ
る
方か
た

と
雇こ
よ
う
け
い
や
く

用
契
約
を
結む
す

び
支し
え
ん援

す
る
市し
な
い
は
つ

内
初
の
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
が
誕
た
ん
じ
ょ
う生

Interview
インタビュー

ジョブクルーあるて

髙
たかもと

本 亮
りょう

所
しょちょう

長

　現
げんざい

在は９名
めい

の職
しょくいん

員が各
かくしせつ

施設で
介
かい ご

護アシスタントや清
せいそう

掃などの
仕
しごと

事をしています。今
こんご

後も就
しゅうろう

労で
きる場

ば

を広
ひろ

げ、将
しょうらいてき

来的には障
しょう

がい
があっても地

ちいき

域で自
じりつ

立した生
せいかつ

活を
送
おく

ることができるよう、支
しえん

援してい
きたいと思

おも

います。

就し
ゅ
う
ろ
う
け
い
ぞ
く
し
え
ん

労
継
続
支
援

Ａエ
ー
が
た
じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

型
事
業
所

住
じゅうしょ

所：大
おおあさひがしまち

麻東町 15-6
☎ 788-3375･ 387-8668
詳
しょうさい

細はこちらへお問
と

い合
あ

わせ
ください。

障
しょう

がい者
し ゃ

しごと相
そ う だ ん し つ

談室「すてら」

住
じゅうしょ

所：野
のっぽろよよぎちょう

幌代々木町15-3
☎・ 802-7998
受
うけつけじかん

付時間：月
げつ よ う び

曜日～金
きん よ う び

曜日
9:30 ～ 16:30 相

そうだんむりょう

談無料
（祝

しゅくじつ

日・年
ね ん ま つ ね ん し

末年始はお休
やす

み。
相
そうだん

談の際
さい

は、事
じ ぜ ん

前に電
で ん わ

話などで
お問

と

い合
あ

わせください。）

▲「ジョブクルーあるて」スタッフ

▲清
せいそうさぎょう

掃作業の様
よ う す

子

▶
山や
ま
も
と
し
ょ
ち
ょ
う

本
所
長

（
右
）
と
武た
け
だ田
支し

援え
ん
い
ん員

「すてら」の

山
やまもと

本 雅
ま さ や

也 所
しょちょう

長

　働
はたら

くことを希
きぼ う

望する障
しょう

がいの
ある方

かた

、障
しょう

がい者
しゃ

雇
こよ う

用を検
けんとう

討さ
れている企

きぎょう

業や就
しゅうろう

労を応
おうえん

援する
各
かくかんけいきかん

関係機関の皆
みなさま

様を結
むす

ぶ懸
か

け橋
はし

と
して、それぞれの希

きぼう

望や不
ふあん

安など
について伺

うかが

いながら「働
はたら

きたい、
幸
しあわ

せに働
はたら

き続
つづ

けたい」を応
おうえん

援して
いきます。どうぞお気

きがる

軽にご相
そうだん

談く
ださい。

相そ
う
だ
ん
し
え
ん

談
支
援
の
対た

い
し
ょ
う
し
ゃ

象
者

①
市し

な
い
ざ
い
じ
ゅ
う

内
在
住
で
就

し
ゅ
う
し
ょ
く

職
や
雇こ

よ
う用

の
継け

い

続ぞ
く

を
希き
ぼ
う望
す
る
障し

ょ
う

が
い
の
あ
る
方か

た

と
そ
の
家か

ぞ
く族
（
支し

え
ん
し
ゃ

援
者
）

②
障し

ょ
うが

い
の
あ
る
方か

た

を
雇こ

よ
う用

し
て

い
る
、
ま
た
は
雇こ

よ
う用

を
希き

ぼ
う望

す
る

企き
ぎ
ょ
う業

③
障し

ょ
うが
い
者し

ゃ

就し
ゅ
う
ろ
う労
に
関か

か

わ
る
関か

ん
け
い係

機き
か
ん関

まち
づくり
政策

　

障し
ょ
う

が
い
が
あ
っ
て
も
働は

た
ら

く
よ
ろ

こ
び
・
や
り
が
い
を
持も

ち
、
雇こ

よ
う用

契け
い
や
く約

を
結む

す

ん
で
安あ

ん
し
ん心

し
て
働は

た
ら

く

こ
と
が
で
き
る
「
ジ
ョ
ブ
ク
ル
ー

あ
る
て
」（
市し

な
い内
は
じ
め
て
の

就し
ゅ
う
ろ
う
け
い
ぞ
く
し
え
ん

労
継
続
支
援
Ａエ

ー

型が
た
じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

事
業
所)

が

で
き
ま
し
た
。

　

Ａエ
ー
が
た
じ

型
事
業ぎ

ょ
う
し
ょ所

は
、
一い

っ
ぱ
ん般

の

事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
に
雇こ

よ
う用
さ
れ
る
こ
と
が

困こ
ん
な
ん難
な
障し

ょ
う

が
い
の
あ
る
方か

た

が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
障し

ょ
う

が
い
に
あ
わ
せ
た

仕し
ご
と事

へ
の
取と

り
組く

み
な
ど
に
つ
い

て
、
支し

え
ん援

を
受う

け
る
こ
と
が
で

き
る
場ば

し
ょ所
で
す
。「
あ
る
て
」
で

は
、
障し

ょ
う

が
い
の
あ
る
方か

た

が
介か

い
ご護
ア

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
の
仕し

ご
と事
が
で
き
、

安あ
ん
し
ん心
し
て
働は

た
ら
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
あ
る
て
」
が
で
き
た
こ
と
で
、

障し
ょ
うが
い
の
あ
る
方か

た

の
仕し

ご
と事
へ
の
支し

援え
ん

の
輪わ

が
一い

っ
そ
う層
広ひ

ろ

が
り
ま
す
。

「ジョブクルーあるて」へ
施
し せ つ

設のご利
り よ う

用・詳
しょうさい

細については （　
　
　
　

）

Interview
インタビュー
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市
民
参
加
条
例
と
は
、
江
別
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
参
加
の
対
象
や
手
続
き
を
明
確
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、
透
明
性
の
高
い
、
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
詳
細 

政
策
推
進
課   

☎
381-

１
０
３
３

施
行

10
月
1
日

○
市
民
参
加
の
対
象
は
？

①
市
の
基
本
的
な
計
画
の
策
定
・
変
更

②
市
民
の
権
利
に
関
わ
る
条
例
（
市

税
な
ど
除
く
）
の
制
定
・
改
廃

③
広
く
市
民
が
利
用
す
る
大
規
模

公
共
施
設
の
計
画
の
策
定
・
変
更

④
市
民
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
制

度
の
導
入
・
改
廃

　
対
象
で
あ
っ
て
も
、
緊
急
性
が

あ
る
場
合
な
ど
は
市
民
参
加
を
実

施
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

〇
市
民
参
加
の
方
法
は
？

　
市
民
参
加
を
求
め
る
と
き
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市
民
説

明
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

な
ど
、
対
象
と
な
る
案
件
の
性
質

や
関
心
度
な
ど
を
考
慮
し
、
下
記

の
方
法
の
な
か
か
ら
、
効
果
的
な

も
の
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
民
参
加
条
例
に
つ
い
て
の
詳

細
は
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　施策などの趣旨、目的、内容などを説
明し、それに対して市民から直接意見を
聴取します。説明会で出された意見など
を考慮しながら、市の意思決定を行うこ
とができます。

市民説明会

　市の重要な計画や方針などの原案をあ
らかじめ広く公表し、市民から意見を求
めます。提出された意見などを参考にし
ながら、市の意思決定を行うことができ
ます。

パブリックコメント

　施策などについて、市民の方が主体的
に検討作業を行うとともに、市民同士の
多様な意見交換を通じて一定の合意形成
を図ります。そこで示された方向性を考
慮しながら、市の意思決定を行うことが
できます。

ワークショップ

　対象の案件について、無作為に抽出し
た多くの市民の方などに意見を求めるこ
とにより、市民意識の傾向を把握するこ
とができます。

アンケート調査

チャレンジ！

市民活動！
住んでいるまちを良くしよう！

　自治会活動に興味はあるけど、参加するきっ
かけがない。住みよいまちづくりに協力したい。
子どもたちの未来のために安心なまちにしたい。
そんな気持ちをお持ちの方を対象にセミナーを
開催します。セミナーでは自治会活動に関する
講演、学生や自治会長による実践談のほか、参
加者によるグループ討議を予定しています。
　住んでいるまちが良く「なる」のではなく、
住んでいるまちを良く「する」活動を始めませ
んか。
定員 50 名。参加費無料。

対象：自治会活動に関心のある方で自治会長経験の

無い方。３日間のセミナーにすべて参加可能な方。

講師：北海道情報大学経営情報学部先端経営学科

　　　藤本直樹准教授

内容：11 月 15 日㈰藤本准教授による自治会に関す

る基調講演 /1 月 24 日㈰市内学生の実践談 /

2 月 21 日㈰市内自治会長の実践談　

3 日間ともグループ討議を行います。

詳細・申込 9 月18日㈮までに市民生活課

　　　　　   ☎ 381-1018 へ電話申込

11/15･1/24･2/21
の 3 日間いずれも日曜日、
13 時 30 分 ~ 16 時

　「江別市民活動見本市」を今年も開催します。
市民活動団体によるステージ発表会のほか、「市
民活動センター・あい」にて市民活動団体の活
動内容をパネルで展示します。
　参加団体やスケジュールの詳細は「江別市民活動

センター・あい」ホームページ（http://center-i.

jp）などでお知らせしていきます。

詳細  NPO 法人えべつ協働ねっとわーく

　　   ☎ 374-1460

9/26㈯
10 時  ～ 16 時

会場：江別市民会館 37 号
　　　（高砂町 6）

会場：江別市民活動センター・あい 
( 野幌町 10-1 イオンタウン江別 2 階 )
※ステージ発表は１階センターコート

江別市民活動見本市

地域活動運営セミナー 参加者募集

市民活動団体の活動を一挙公開

会場：江別市民活動センター・あい 
( 野幌町 10-1 イオンタウン江別 2 階 )

　市民活動を推進・活性化するため、セミナー
とワークショップを開催します。講師は市民活
動の第一人者である、北海道ブックシェアリン
グ代表荒井宏明氏。当日は筆記用具をお持ちに
なってご参加ください。
定員 25 名、参加費無料。

詳細・申込　NPO法人えべつ協働ねっとわーく（☎
374-1460）へ 9 月 30 日㈬までに電話、または

E-mail = info@center-i.jp へお申込みください。

10/4㈰
10 時 ~12 時 10 分

市民活動セミナー & ワークショップ

はじめてみよう！市民活動 参加者募集

自分のまちを
良くしよう！
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これまでは…

意見を届けよう！

どうやって意見を伝えるの？
新しい計画

新しい計画

市民参加の方法
が明確でない…。

市民参加の方法が
明確に、効果的な
意見収集が実現

市民参加条例ができると

市民参加条例ができるとどうなるの？
解説！

まち
づくり
政策

　附属機関として設置する審議会や委員
会などでは、学識経験者や有識者などが
話し合いを通じて合意形成を図っていき
ます。そこに、公募による市民を加え、
市民の意見を聴く機会を設けることによ
り、専門的な検討に市民意見を反映させ
ることができます。

附属機関などの設置

実施する市民参加の方法



　

趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
を
展
示
や
実
演
で
披
露
す
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
祭

で
す
。
川
柳
や
俳
句
・
短
歌
、
囲
碁
や
将
棋
な
ど
の
大
会
も
開
か
れ
ま
す
。
文
芸･

生
活
文

化･
展
示
部
門
は
、
10
月
17
日
㈯
～
11
月
３
日
（
火
・
祝
）
に
開
催
。
参
加
希
望
の
方
は
期
日

ま
で
に
申
込
先
へ
。
会
場
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、
青
年
セ
ン
タ
ー
で
す
。

詳
細 
江
別
市
文
化
協
会
事
務
局 

☎
598-

７
１
６
１
（
火
～
金
曜
日
の
13
時
～
16
時
30
分
）。

行
事
名
、
開
催
日
、
会
場
、
申
込
締
切
、
内
容
・
参
加
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9月2 7日(日) 13 時～ 江別市民会館大ホール

第 6 回  総合芸術フェスティバル

今年度江別市民芸術文化賞受賞団
体などの舞台発表、茶会ほか

入場料 500 円
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■ 

短
歌
大
会	

　

10
月
17
日
㈯
９
時
30
分
受
付
、

　
10
時
開
始

　

野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
５
日
㈪
／

参
加
料
５
０
０
円
、
懇
親
会
費

１
５
０
０
円
（
出
席
者
の
み
）。
は

が
き
に
未
発
表
の
自
由
詠
１
首
と

懇
親
会
出
席
の
有
無
を
記
入
の
う

え
、
事
務
局
の
古
寺
（
こ
で
ら
）
柳
子

さ
ん 

（
〒069-0831

野
幌
若
葉
町

22
‐
１ 

☎
384
‐
１
９
５
５
）
へ
郵

送
。
講
師
は
押
山
千
恵
子
氏
。

詳
細 

菅
野
（
か
ん
の
）
礼
子
さ
ん （
☎

385
‐
５
６
７
６
）。

■ 

川
柳
大
会

　

10
月
24
日
㈯
13
時
～
17
時

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
23
日
㈮
／
宿
題

は
「
無
限
」「
叶
う
」「
さ
ら
さ
ら
」

の
各
３
句
詠
。
出
席
者
は
当
日
持
ち

寄
り
。
参
加
料
１
５
０
０
円
（
親
睦

会
費
含
む
）。
投
句
の
み
参
加
の
方

は
前
日
必
着
。
投
句
料
２
０
０
円
。

申
込
・
詳
細 

丸
山
英
柳
（
え
い
り
ゅ
う
）

さ
ん
（
〒069-0813 
野
幌
町

４-

１
パ
ラ
ス
プ
ラ
ザ
４
０
１
号

☎･

FA X
383
‐
２
３
０
４
）。

■ 

俳
句
大
会

　

11
月
1
日
㈰
10
時
～
16
時

　
中
央
公
民
館

　

申
込
締
切

　

10
月
19
日

㈪
／
兼
題
は

「
露
」「
爽
や

か
」「
当
季

雑
詠
」。
１
人
３
句
以
内
。
参
加
料

千
円
（
昼
食
代
・
賞
品
代
）、
当
日

受
付
で
集
め
ま
す
。
投
句
は
、
は
が

き
か
適
宜
用
紙
（
た
だ
し
、
投
句
者

は
当
日
出
席
を
条
件
と
し
ま
す
）。

申
込
・
詳
細 

西
村
栄
一
さ
ん    

（
〒067-0015  

５
条
２
丁
目
17

☎
・
FA X
383
‐
０
６
４
１
）。

　
■ 

囲
碁
大
会

　

10
月
25
日
㈰ 

12
時
～
18
時

　
中
央
公
民
館

　

先
着
順
で
小
中
学
生
の
部
10
名

（
１
ク
ラ
ス
）、 

一
般
の
部
50
名
（
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
の
３
ク
ラ
ス
）。  

参
加
料
は
、

小
中
学
生
の
部
は
無
料
、 

一
般
の
部
は

８
０
０
円
。
当
日
11
時
か
ら
直
接
会

場
で
受
け
付
け
後
、 

12
時
か
ら
対
局

開
始
。

詳
細 

守
屋
健
治
さ
ん (

☎
383
‐

７
１
６
３
）。

■ 

将
棋
大
会

　

11
月
1
日
㈰
13
時
～
17
時

　
青
年
セ
ン
タ
ー

　

小
中
学
生
の
部
、一
般
の
部
（
Ａ
、

Ｂ
、Ｃ
の
３
ク
ラ
ス
）。 

参
加
料
は
、

小
中
学
生
と
会
員
は
無
料
、 

一
般
の

部
は
５
０
０
円
。
当
日
直
接
会
場

で
13
時
ま
で
受
け
付
け
。
13
時
か

ら
対
局
開
始
。 

詳
細 

藤
田
昌
之
さ
ん 

（
☎
383
‐

８
５
６
５
）。

■ 

茶
　
会

　

11
月
３
日
（
火
・
祝
）
10
時
～
15
時

　
中
央
・
野
幌
・
大
麻
公
民
館

　

直
接
会
場
へ
。

詳
細 

中
央
公
民
館
／
本
間
佐
登
美

さ
ん
（
☎
381
‐
２
０
５
５
）。

　

野
幌
公
民
館
／
上
村
愛
子
さ
ん 

（
☎
383
‐
６
４
６
４
）。

　

大
麻
公
民
館
／
中
西
瑤
子（
よ
う
こ
）

さ
ん
（
☎
386
‐
５
５
０
９
）。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
17

時
ま
で
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

■ 

市
民
美
術
展	

　

10
月
25
日
㈰
～
30
日
㈮

　
野
幌
公
民
館

	　
作
品
の
搬
入
受
付  

10
月
18
日

㈰
13
時
～
16
時
に
団
体
活
動
室
へ
。

／
市
内
在
住
の
方 

（
小
・
中
・
高

校
生
を
除
く
） 

の
作
品
展
示
。 

作

品
は
絵
画
の

み  

（
油
彩
、

水
彩
、
日
本

画
、
パ
ス
テ

ル
、
版
画
、

切
り
絵
他
）。 

大
き
さ
は
、 

１
２
０
号
以

下
６
号
ま
で

２
点
以
内
。

異
種
組
合
せ
可
。
出
品
作
品
の
裏
面

右
上
に
題
名
、  

住
所
、 

氏
名
を
記
入

し
た
出
品
票
を
貼
付
す
る 

（
応
募
出

品
票
は
３
公
民
館
ほ
か
に
用
意
）。

作
品
は
額
装
、
吊
り
紐
を
取
り
付

け
る
こ
と
。
30
号
以
上
の
ガ
ラ
ス

入
り
額
装
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

作
品
の
保
管
に
関
し
て
、 

不
慮
の
損

傷
や
紛
失
に
つ
い
て
は
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。
出
品
料
は
、 

１
点
20
号

以
上
２
千
円
、  

同
未
満
千
円
、 

２
点

目
は
５
０
０
円
増
。  

申
込
・
詳
細 

事
務
局
長
の
砂
山
信

一
さ
ん
（
☎
385
‐
１
７
５
１
）。

■ 

一
般
展
示 （
個
人
、市
民
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
参
加
で
き
ま
す
）

　

11
月
１
日
㈰
～
３
日
（
火
・
祝
）

　
中
央
・
野
幌
・
大
麻
公
民
館

　

申
込
締
切　

９
月
11
日
㈮
／
籐
工

芸
、 

園
芸
、 

日
本
画
、 

押
し
花
、
手

編
み
、 

七
宝
焼
、 

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン

グ
、布
絵
、和
紙
ち
ぎ
り
絵
、 

木
彫
り
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、  

ボ
ト
ル

シ
ッ
プ
、
ペ
ン
習
字
、
ペ
ン
書
道
、

児
童
習
字
、
書
道
、 

絵
手
紙
、 

キ
ル

ト
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
革
工
芸
ほ
か
。

　

サ
ー
ク
ル
や
個
人
の
多
様
な
出

品
物
の
展
示
。
出
品
希
望
者
は
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

で
各
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
出
品
料
は
、
個
人
５
０
０
円
、

団
体
２
千
円
（
文
化
協
会
会
員
は

無
料
）。
出
品
料
は
会
場
ご
と
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
会
議
で
集
め
ま
す
。

展
示
種
目
お
よ
び
会
場
は
、
参
加

申
込
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

詳
細 

文
化
協
会
事
務
局
（
☎
598
‐

７
１
６
１
）
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係 （
☎
381 -

１
０
６
０
）。

文
芸
部
門

文
芸
部
門

文
芸
部
門

生
活
文
化
部
門

生
活
文
化
部
門

生
活
文
化
部
門

展
示
部
門

展
示
部
門

展
示
部
門

第
62
回 

江
別
市
民
文
化
祭

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

江
別
市
文
化
協
会
創
立
50
周
年
記
念

まち
づくり
政策
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■ 

市
民
菊
花
展

　

11
月
１
日
㈰
～
３
日
（
火
・
祝
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

10
月
20
日
㈫
／
一

般
市
民
と
菊
友
会
会
員
に
よ
る
菊

花
展
。
展
示
品
は
大
菊
・
小
菊
な

ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
種
目
別
審
査

規
定
あ
り
。
出
品
料
千
円
。

申
込
・
詳
細 

菊
友
会
事
務
局
の
松

下
公
洋
（
き
み
ひ
ろ
）
さ
ん
（
☎
384
‐

１
０
３
４
）。

■ 

市
民
書
道
展

　

11
月
１
日
㈰
～
３
日
（
火
・
祝
）

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
１
日
㈭
／
市
内

在
住
の
方
の
書
道
展
。
未
発
表
作
品

（
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩
文
、
墨
象
（
ぼ

く
し
ょ
う
）、
篆
刻
（
て
ん
こ
く
）、
刻
書
（
こ

く
し
ょ
）
な
ど
）
を
額
装
ま
た
は
軸
装

で
出
品
。
出
品
料
５
０
０
円
。
出
品

表
は
各
公
民
館
受
付
に
設
置
。

申
込
・
詳
細 

山
田
静
山
（
せ
い
ざ
ん
）

さ
ん
（
☎
382
‐
０
７
９
３
）。

■ 

市
民
陶
芸
展

　

11
月
１
日
㈰
～
３
日
（
火
・
祝
）

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

９
月
30
日
㈬
／
市

内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方
の
陶
芸
展
。

粘
土
で
焼
成
し
た
陶

芸
作
品
で
１
人
１

点
。
出
品
料
は
個
人

５
０
０
円
、
団
体
千
円
。

申
込
・
詳
細 

塩
﨑
隆
さ
ん
（
☎
382

‐
４
８
７
０
）。

■ 

市
民
盆
栽
展

　

11
月
１
日
㈰
～
３
日
（
火
・
祝
）

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締

切　

10
月

15
日
㈭
／

市
内
在
住

の
方
と
盆

栽
同
好
会

に
よ
る
盆
栽
展
。
出
品
料
は
千
円
。

申
込
・
詳
細 

中
川
隆
さ
ん
（
☎
382

‐
３
９
６
５
）。

9/27㈰ 10 時～15 時 ( 雨天決行 ) 酪農学園大学ローン広場

 入場無料
ペットの入場可

( 文京台緑町 582)

詳細  上江別動物病院　吉田☎ 381-1221、市民生活課生活衛生係☎ 381-1094

当日は大学生協食堂も臨時営業します。

動物愛護フェスティバルinえべつ
　～知ってみよう！天売島のネコのこと～

2015

主な内容　ワンワン運動会／ディスクドッグ／ドッ
グアジリティ／札幌国際情報高校によるダンプレ／
盲導犬と体験歩行／ドッグダンス／犬のファッション
ショー／セラピー犬模擬テスト／ポニー乗馬体験／子
牛の哺乳体験／羊とのふれあい体験／マイクロチップ
／エキノコックスセミナー／つめ切り、耳掃除／バター
作り体験／しつけ相談　ほか多数イベント。各種サン
プルの配布も行います。ドッグランを利用するには狂犬
病の予防注射済票、混合ワクチン証明書が必要です。

　天売島では近年、野ネコが増加
し、生態系への影響が懸念されて
います。皆さんも天売島のネコに
ついて興味を持ってみませんか？
　今年は天売猫の譲渡会、預かり
ボランティア説明会、パネル展示
を行います。天売猫の預かりボラ
ンティアも大募集中！

9 月 20 日～ 26日は動物愛護週間です

江別の地酒「瑞穂のしずく」ができるまで
 　　　　～稲刈り体験＆酒蔵見学ツアー～

読まれるブログづくりセミナー

定員…25 人（多数の場合抽選。
抽選結果は 9 日（水）頃に通知）
料 金 …1,000 円　 申込・詳細  9 月 7 日（ 月 ）
までに電話で江別の米で酒を造ろう会事務局

（農業振興課農畜産係内）☎ 381-1025 へ

講師…山本 哲
てつ

氏。定員…20 名
持ち物…ノートパソコン（持参できる方）
※貸出もしています。料金…無料
申込・詳細  9 月 17 日（木）までに電話または
Ｅメールで政策推進課シティプロモート担当
☎ 381-1033、seisaku@city.ebetsu. lg .jp へ

　江別の地酒「瑞穂のしずく」に
使用される酒米「彗星」の稲刈り
体験と小林酒造㈱の見学ツアー。
　どん菓子作りの実演や新米（予
定）を使用したおにぎりづくりも。

　独自の視点で北海道情報を伝え
るブログサイトで注目されている
北海道大学４年生の山本哲さんを
講師に迎え、「読まれるためのブロ
グづくりセミナー」を開催します。
話題の拾い方や情報の効果的な発
信法などのコツを楽しく学びます。

9/12㈯ 9 時～ 13 時 30 分 
やまもと農園、小林酒造㈱ ( 集合…江別市役所前）

市民活動センター・あい 会議室 B（野幌町 10-1 イオンタウン江別 2 階）
9/27㈰ 10 時～ 12 時、10/1㈭ 18 時 30 分～ 20 時 30 分

①図書館の利用のしかた
　図書館の上手な利用方法をわかりやすく解説します。
申込・詳細  情報図書館☎ 384-0202   385-1129

②ふるさと歴史講座「太古の時代」
　縄文時代からの江別の歴史を、土器や遺跡を通
して紹介します。
申込・詳細  郷土資料館☎ 385-6466   385-4944

③ふるさと歴史講座「開拓の時代」
　屯田兵などによる江別開拓の歴史をお話しします。
申込・詳細  郷土資料館☎ 385-6466   385-4944

④軽スポーツ出前事業
　気軽に楽しめる軽スポーツをス
ポーツ推進委員が伺って指導します。
申込・詳細  スポーツ課
☎ 381-1061    382-3434

　市では、皆さんの要望に応じて職
員などが直接訪問し、市役所で行っ
ている仕事や防災・健康・保健など
について分かりやすくお話しをする

「出前講座」を行っています。
　今回は全 74 講座の中から、「文化・
スポーツの秋」におすすめの講座を
紹介します。ぜひ、ご活用ください。
※出前講座のメニュー表は公共施設など
で配布しているほか、市ホームページで
もご覧いただけます。
詳細  政策推進課☎ 381-1295

文化 ・ スポーツの秋

おすすめ出前講座
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